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獨
逸
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1
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此
處
に
云
ふ
拟
則
^

|
ぢ)

S
は
银
rr
業
務
の
原
則 

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
0 

八

總
支
出
、
純
收
入
ヽ
及
秘
經
濟
的
收
益
の
問
題
は
經 

' 

‘濟
的
經
勢
關
係
の
解
剖W
密
接
の
關
係
が
あ
る
、
：
殊
に 

私
經
濟
的
吹
益
ビ
資
本
金
ヒ
：0
關
係
を
解
剖
す
る
は
.興 

:

.,
味
な
し
と
せ
す
、
是
れ
資
本
金
.の
事
業
收
益
€
の
關
係 

を
語
る
も
の
で
あ

る

、
而
し
て
此
問
題
が
目
下
我
國
に 

流
行
し
づ
つ
ぁ
.る
、
-:
酿
听
實
本
金
の
增
加
の
問
題
ど
变 

,

涉
を
生
じ
來
る
も
の
に
し
て
他
山
の
石
以
つ
て
我
れ
を 

-

.
磨
く
に
足
る
も
の
化
富
む
垆
故
に
硏
究
の
婴
あ
る
义

 ヽ

他
日
の
硏
究
に
讓
ク
た
S
:«
を
廻
し
て
獨
逸
兼
營
級
行 

1

_發
興
の
歷
史
を
闾
顧
し
て
、
21
ら
'に
頭
を
擧
げ
て
現
代 

に
於
け
る
該
銀
行
の
狀
を
見
れ
ば
、
同
銀
行
が
徹
頭
徹 

尾
獨
逸
經
濟
の
雷
耍
に
順
應
し
て
生
起
、
g

M
し
た
る 

乙

€

を
知
る
の
で
あ
る
。
«
收
益
の
硏
究
ば
經
營
形
態

ハ

'
：

て

:
.
:
.
-
.
.
.飯

七

織.'
.

ニ

四

：

の
推
移
を
明
か
に
し
、
營
業
资
金
の
解
剖
は
、
兼
營
餵 

行
と
外
來
资
金V

J

の
關
係
に
導
き
、
此
問
題
は
轉
じ
て 

外
來
資
金
確
實
の
問
®
す
な
り
、
確
實
の
問
題
は
轉
じ 

て
放
資
の
種
類
及
金
額
の
問
題
ど
な
っ
た
。
此
く
の
如 

I. 

く
し
て
銀
行
經
濟
的
經
營
關
係
の
中
心
點
に
至
っ
た
の 

j

で
あ
っ
た
"

®
逸
龈
行
に
對
す
る
過
去
の
批
難
、
及
其 

|

批
難
ょ
0
生
ず
る
?1
々
の
改
革
案
を
羅
致
來
り
て
、
現 

,

今
に
於
け
る
兼
營
鈒
行
?:
批
剑
苦
し
く
ば
#
せ
ん
と
す 

る
は
大
な
る
愚
迁
な
る
を
知
る
、
況
ん
や
、
ボ
ー
ゼ
二 

ッ
ク
の
次
言
あ
る
•に
於
い
て
あ
や
で
あ
る
、
0
く
、

\

.
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〇
. cleltwort,

•

上
述
の
硏
究
は
此
硏
究
の
み
に
て
は
完
壁
を
以
つ
.て 

許
す
こ
ビ
能
は
ず
、
內
外
に
對
す
る
銀
行
經
濟
，の
意
義 

と
重
耍
ミ
を
明
か
に
せ
^
汐

す
る
前
提
論
に
過
ぎ
ざ
る
一 

の
で
ぁ
る
、
只
獨
逸
兼
營
鍬
行
を
看
倣
し
て
、
鈒

行

業j 

務
の
變
則
業
務
の
み
を
營
，む
も

の

と
爲
し
、
或
は
又
純 
一| 

然
た
る
預
金
鈒
行
制
度
を
以
つ
て
、
理
想
と
し
、
其

國

| 

民
經
濟
の
如
何
を
顧
臌
せ
ず
、’
人
爲
的
に
之
を
創
設
す
：j 

る
を
得
べ
し
^
爲
す
.も

.

の
に
：考
慮
の
機
會
を
■
少
な
が 

ら
も
與
ふ
れ
ば
拙
文
，：の
起
稿
の
自
的
0
大
半
を
達
す
る|

も
の
て
あ
る
、
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言
端
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に
吾
人
を
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戴
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る
所
ぁ
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利
子
步
合
0
平
衡

を
知
る
。利

子

步

合

の

.平

衡 

(

ニ
、
完)

,
 

高

城

仙

次

郧

'

第

五

節

地

方

間

^
於
け
る
利
子
步
合
氓 

衡
の
史
的
論
證 

地
方
間
に
於
て
純
利
.子
渉
合
が一

致
す
る
の
傾
^
:
を
有 

す
る
結
架
€
し
て
、
純
利
子
步
合
以
外
に
手
數
料
並
に 

保
險
料
を
合
有
せ
る
總
刺
子
步
合
即
ち
實
際
に
資
金
の 

貨
借
間
に
授
受
せ
ら
る
、
契
約
刺
子
の
步
合
が
金
融
關 

係
を
有
す
る
地
方
S
地
方
と
の
間
に
於
て
常
に
平
衡
點 

を
求
め
んVJ

す
る
の
趨
勢
を
維
持
す
る
も
の
な
るK J

と 

は
.旣
に
前
節
に
於
て
大
疋
六
年
十
ニ
月
中
我
國
の
各
都 

市
に
行
は
れ
れ
る
證
券
^
付
金
の
利
子
涉
合
の
統
奸
を 

用
ひ
て
立
證
し
た
る
所
办
る
が
、
余
は
觅
に
進
ん
で
利 

■
 

.

.

.
:
.
.

紙
七
.嫩
' 

:ニ

3£
ノ「



第
十
二
® 

(

九
九
〇)

.

雑

-
錄
利
芋
步
合
の
平
衡 

子
涉
合
の
變
遯
が
佘
の
主
版
を
戈
持
す
る
か
否
や
を
檢 

趿
せ
ん
と
欲
す
。
蓋
し
、
M

輸
交
通
機
關
の
狻
速
に
連 

れ
て
、
地
方
間
に
於
げ
る
貨
物
の
運
镑
费
が
益
々
輕
減 

せ
ら
る
、
に
從
.ひ
貨
物
の
市
價
が
全
國 

ー
«
に
愈
々
艰 

均
せ
ら
る
>
の
傾
向
を
有
す
る
名
の
な
る
ビ
同
じ
く
、
 

資
金
の
送
達
も
亦
益
ダ
為
く
行
は
れ
、
.'
'
地
方
間
に
於
け
：
 

:

る
金
融
繁
闕
の
差
が
*

次
縮
タ
せ
ら
れ
、

a
利
子
步
合 

は
當
然
愈
々
^
均
せ
ら
る
>
の
傾
向
を
有
す
可
き
な 

b

o

.若
し
果
し
て
然
ら
ば
、
地
方
間
に
於
け
る
實
際
に 

行
は
る
、
利
子
步
令
の
開
き
は
年】

.：年
滅
少
す
る
冬
の 

な
b

と
論
斷
す
る
を
妨
け
ざ
る
な
ぅ
。
さ
れ
ど
史
實
は 

梁
し
て
此
推
理
の
正
«

な
を
を
立
證
す
る
や
0 

. 

襴
以
上
說
述
せ
る
睛
を
め
利
子
步
合
の
變
磡
史
を
以
て 

論
證
せ
ん
と
欲
せ
ば
、：：前
節
に
，於
て
試
み
た
る
と
同
じ 

く
保
®

並
に
手
數
料
を
含
む
乙
と
頗
る
少
衣
き
證
券 

貸
付
利
子
の
步
合
の
統
計
を
拨
用
す
可
き
な
れ
ど
も
、
 

不
幸
’に
し
て
全
國
谷
市
區
町
に
於
け
る
證
券
貸
付
利
子

.

',
■
錢
七
號

/ 
ニ
：六

/

に
關
す
る
大
藏
省
の
調
赉
に
し
て
官

mに
發
农
せ
ら
れ 

た
る
統

Il
fは
比
較
的
敁
近
に
始
ま
る
に
過
き
ざ
る
が
故 

に
、
出
來
得
る
限

5長
期

問

.の

統

計

を

用

ゆ

る

を

可

ど 

.
す
る
此
種
の
比
較
硏
究
に
は
不
適
當
な
れ
ば
、

aを
得 

\

ず
之
ょ
り
も
稍
々
長
期
に
亘

bて
調
査
せ
ら
れ
た
る
手 

形
割
引
步
合
の
統
計
を
引
用
し
て
、
利
子
步
合
が
最
近 

1

不
年
に
於
て
如
何
な
る
程
度
迄
地
方
的
艰
衡
作
用
を 

實
現
せ
る
か
を
考
察
が
ん
と
欲
す
。

さ
て
、
官
報
に
發
表
す
る
大
藏
省
の
手
形
割
引
H
步 

\

に
關
す
る
調
赍
は
本
邦
內
地
を
本
州
中
區
、
本
州
北
區 

j 

.本
州
两
區
、
四
國
、
九
州
、
沖
繩
並
に
北
海
道
の
七
區 

に
分
ち
、
各
區
內
の
市
、
區
、
町
に
行
は
る
、
，谷
月
平 

一
の
最
高
夂
び
«
1£
#
合
並
に
月
末
刺
息
の
三
®
に
就
き 

て
行
は
る
、
i

の
な
る
が
、
予
は
比
較
硏
究
を
此
中
本 

州
中
區
の
月
末
利
息
に
限
定
せ
り
。
予
が
內
地
全
部
に 

對
す
る
統
計
を
用
ひ
す
し
て
、
本
州
中
區
の
み
を
採
り 

た
る
は
、(

'第
一
' )
或
る
.
ー
推
斷
の
論
證
の
み
と
自
的
と

す
る
此
«

の
統
W

的
研
究
に
は
必
ず
し
も
全
國
の
.統
.計
.

一
に
據
ら
す
と
も
、
重
要
な
る
.一
地
域
^
關
す
る
調
査
を 

材
料
と
し
て
用
ゆ
れ
ば
足
れ
と
思
惟
し
た
る
と
、(

第 

.:
ニ
}
.此
@
的
の
爲
め
に
ば
衆
京
並
に
名
古
屋
のH

大
金 

.

融
市
場
を
中
心
と
し
、
東
は
宇
都
宮
、
西
は
大
津
、北
は
一 

野
、
：富
山
、
金
澤
S
南
は
太
平
洋
海
岸
を
境
ビ
し
、

,'| 

而
猜
に
於
て
ル
必
す
し
も
最
大
區
と
云
ふ
を
得
ざ
る
も\ 

金
利
統
針
が
他
區
に
比
し
て
遙
か
に
綿
密
な
る
本
州
中
一 

、
區
を
選
擇
す
る
を
至
當
と
信
#'
し
が
故
な
^\。

又
、，
各

j 

月
中
の
最
商
或
は
最
低
步
合
を
採
ら
ず
し
て
、
月

未

步

-一
 

、
合
を
選
び
た
る
は
此
猶
の
比
較
01
:
资
に
は
一
ヶ
;1
:
屮
^
.
ー
 

云
ふ
が
如
&
此
較
的
長
き
期
間
に
百
1る
谷
地
、に
於
け
る
一 

步
合
の
變
11
5:
.比
較
す
る
ょ
り
は
月
末
く
云
ふ
が
如
き
一 

一
定
の
時
.
0に
於
て
授
受
せ
ら
る
、
利
子
の
步
合
が
谷
. 

地
間
に
於
て
幾
何
の
相
違
を
維
持
せ
し
が
を
見
る
を
以 

て
最
も
正
確
な
る
方
法
^
看
做
す
可
き
：が
.故

な

，h

と 

す
。

笫
十1

辱

(

九
九一

)
'
'

 

雜
錄
利
芋
沙
合
の
平
辨

又
'

吾
人
の
知
ら
ん
年
欲
す
る
所
は
.單
に
各
地
に
於 

け
る
_

引
步
合
變
動
.の
大
勢
に
、外
な
ら
ざ
る
が
故
に
、
 

必
す
し
■名
#

年
每
月
の
步
合
を
引
用
す
る
の
必
要
な
&
 

を
以
て
.ノ
明
治
三
十
五
年
、
同
四
十
年
、
同1

十
五
年 

並
に
大
正
六
年
の
各
一
月
々
末
に
於
け
る
本
州
中
區
に 

屬
す
る
.五
十一

の
市
及
び
町
の
割
引
步
合
の
み
を
材
料 

ビ
し
て
最
近
ニ
十
ヶ
年
に
於
け
る
割
引
步
合
の
地
ガ
W
 

平
衡
を
計
出
す
る
こ
とA

せ
b

。
此
平
衡
作
用
の
程
度 

を
推
算
す
る
爲
め
杧
、
予
は
先
づ
明
治
三
十
五
年
一
月 

々
末
に
於
け
る
簽
地
の
割
引
步
合
の：

平
均
?:

求
め
、
次 

に
此
平
均
率
と
各
地
の
割
引
步
合
ど
の
差
を
計
出
し
、
 

最
後
に
此
等
差
の
平
均
を
針
箅
せ
り
。
更
に
、
予
は
明 

治
四
十
年
一
月
々
末
、
明
治
四
十
五
年
一
月
々
末
並
に 

大
正
六
年
一
月
令
末
に
於
け
る
各
地
の
割
引
步
合
に
就 

き
て
同
'

の
.計
算
を
試
み
た
る
：に
左
の
結
果
を
得
穴
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藏
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櫸
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縮
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蓋
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推
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V

千 

八
西
九
十
四
年
に
，至
る
十
ヶ
年
間
の
三
厘
ー
1
1毛
は
或
は 

歐
洲
三
大
强
國
間
に
於
け
る
利
子
均
衡
の
最
大
限
度
を 

示
す
毛
の
に
非
ざ
る
か
。(

_

一)

屯
嘛
に
於
け
る
莢
鄉 

問
の
正
.貨
現
送
費
はF

破
.に
#
約
十
サ
シ
チ
ー
ム
、
即

笫

七

诚

ニ

ー

三 

ち
千
磅
に
付
約
四
磅
に
し
て
、
英
獨
間
の
现
送
费
は
一 

磅
.に
#
約
十
ツ
キ
—
ヒ
S
即
ち
千
磅
に
付
五
磅
m
栩
當
す 

る
を
以
て
‘、
英
國
ミ
佛
獅V」

の
間
.に
於
け
る
現
送
©
は 

約
千
分
の
.四

方

至

五S
看
做
す
を
得
可
し
。(

註
一
一)

從
つ 

て
、
英
國V」

他

の

一

ー

國

と

の

間

に

於

け

る

純

刺

子

步

合 

は
年
四
厘
乃
至
五
厘
.の
開
き
を
雜
持
す
る
S
あ
る
も

何 

等
怪
む
可
き
に
非
す
。
而
し
て
ヽ
實
際
步
合
の
開
&

の
十 

ヶ
年
平
均
は
上
述
の
免
く
年一 
一一11
1
と
六
厘
ど
の
問
を
上 

下
，せ
石
を
以
て
、
‘
英
佛
獨
三
ヶ
0
に
於
て
は
前
世
紀
の 

初
半
以
來
今
次
大
戰
亂
勃
發
前
迄
は
金
利
の
平
«
垆
殆 

ん
ど
完
全
に
行
は
れ
居
ヶ
.た
b
と
云
ふ

と

を
得
ん
か
。

歐
洲
谷
國
間
.殊
に
英
怫
猶
間
に
於
る
利
子
步
合
の
平 

衡
作
用
は
斯
く
の
如
く
比
較
的
完
全
に
行
は
る
ゝ
倾
向 

を
有
す
る
も
の
な
名
が
、
英
國V

J

米
國
ヒ

I

の
問
に
於
け 

る
其
港
衡
の
程
度
は
琅
し
セ
‘如
何

。
左
表
は
英
蘭
鈒
行 

の
公
定
.割
引
步
合
？
M
育
市
商
業
竽
形
割
引
步
合
ビ

の 

年

带

均

並

：此

兩

者

間
0
關
令
欠
示
ず
も
の
な
々
ぬ
す
。

年

' 
次
 

一

八

九

五

1

八
九
丄
ハ

1

八

九

八
 

一

八

九

九 

1

九 

0
0 

1

九

〇一 

1九
〇

ニ. 

一
.
.
九

〇

三. 

し

九

〇

四 

1

九

〇

五 

I

九

〇
1 パ 

一

九

〇

七 

一

九

〇

八 

一

九C

九
 

1

九1

〇 

1

九

二
 

一

九
--
-

ニ 

1

九

一

三

， 

.
平

均

儉

教
 

分

：

-
T
o
o

ニ 
•
四
八 

ニ 
土
ハ
三 

三
®

131
. 

三

•
七

五

j
l
v
九
ふ
ハ

三

*
七

ニ

l
v
H
n
l
:

三
•
七
^

H

H;
o
.

三

。
〇: Q

四

。

ニ
-:

ハ

四

*
九一一

 

，
三

。
〇

ニ;-
: 

三
6

一
 

三

*七il 

三

。
四

七
 

三

•
七

七
 

四

•
七

七

糾

.
宵
 

分 
1
.
1
V
A

七

五

*
八

八 

三
*
八

七

： 

四
*

I

三 

©

こ
一.八

： 

■
四
4
七

四〉 

:pi
l

。
四

八
.:
; 

¥

〇

五
.

一
 
パ

四

*
H
0い 

'四
*三
■
四 

i
.̂
® 六
三
.
.

六

•
ニ

八

三

•
九

ニ
 

:

五

。
〇

七

ニ

^

六

三

。
七

〇
 

三

*
1〇

兩

#
の
.
開
 

，分

1

A
七 

三

。
S
 

1

。
ニ

四
 

〇

•
九

八
 

0
31
三 

〇

*七
八

.

.
： 

6
*七
六)

'
7七
.
ニ

.

す
七
六
へ 

\
1>
〇

0
へ . 

,1*

三
四 

一
*三
七 

一
。H
六 

T
六
〇 

〇
。九
一 

T
三
五 

〇
-九
一 

0
*
0七 

•—
-
•at
七 

一
。ニ
九
一

右
表
に
‘示
す
が
如
く
、
千

/\
-0
*
九

十

五

年

以

降

千

，九

首
. 

十一

一〖

年

迄

の

，十

九

ヶ

年

間

‘に

於

け

る

偸

敦

a
育
間
の
刺

節
十

.ニ

卷

(

1
〇
〇
七

)

雜

錄

.
利
子
步
合
の
平
^

差
の
總
平
均
は
ー
分
—

- M
i

一
 

絲
に
當
れ
b

。：
之
を 

同
期
間
內
に
於
け
る
英
佛
»
一
一
一
ヶ
國
間
に
#

せ

し

利

 ̂

の
總
平
均
五
.厘
六
毛
六
絲V」

比
較
す
る
に
ヽ
前
^
は
務 

者
の 
一I

倍
以
上
に
當
れ
る
を
見
る
な
り
。
是
れ
英
米
雨 

國
間
に
於
け
る
余
融
關
係
が
英
佛
獨
間
に
於
け
る
が
如 

く
密
接
な
ら
ざ
る
を
證
，明
す
る
も
の
な
b

ビ
すo

苹
時 

比
於
け
る
英
怫
間
並
に
双
*j
間
の
:I
H
tt
■

送
f

が
中
分 

の
四
及
至
五
な
る
k

對
し
、
偷
敦
紐
育
問
の
現
送
費
も 

亦
间
じ
く
千
分
の
五
內
外W

看
做
さ
る
>
の
，常
な
る
.
が 

(

註
三)

若
し
斯
く
の
如
く
、
.偷
敦
紐
育
間
の
現
送
凝
が 

英
佛
獨
間
に
於
け
る
ヒ
略
ぼ
同」

な
ら
ば
、
利

差
■も

亦 

兩
者
阳
に
於
て
略
ほ
ム
.
#
t
■可
P

答
^

る
に
、

¥

w
•が 

其
の
然
ら
ざ
る

を
指
示
せ
'る
は

何
故
な
る

や

。

英
#

»

 

間
.に
在
ぅ
て
は
國
土
0

近
搂
、
銀
行
制
度
並
に
商
潛
惯 

の
近
似
等
の
事
情
ょ
b

し
て
、
資
#
の
輸
出
囘
收
が
容 

易
に
.行
は
る
、

結
果
、
利
子

步
合
の
開
き
が

常
に
正
貨 

.
現

送

避

を

眼

度
ビ
し
て

»

ダ
せ
ら
る
、

の

倾

向

を

有

す

 ̂

第

七
.號
. 

一
H
H



o

〇
〇■八)

雜

錄
，

利
子
步
合
の
平
衡
‘ 

る
に
反
し
、
.
•英
米
雨
國
間
に
花
り
て
は
、
少
く
と
も
米 

國
の
維
備
银
行
制
度
，の
實
施
以
前
に
於
て
、
0

f r

制
度 

及
び
商
贺
惯
等
♦か
英
佛
獨
間
に
於
'け
る
よ
り
も
著
し
く 

相
違
せ
し
の
み
な
ら
ず
、
距
離
の
遠
隔
は
自
ら
資
金
供 

給
洛
に
不
安
の
感
を
與
ふ
る
が
爲
め
、
兩
國
間
に
於
け 

る
資
金
の
流
泐
は
歐
洲
■

國
間
に
於
け
る
が
如
く
圓
滑| 

に

行
.1

れ
ざ
ち
し
な
ぅ
。
換
言
す
れ
ば
、
米
國
に
對
す
：
一
 

る
英
國
の
資
金
供
給
湛
は
贅
金
の
融
通
に
對
し
て
純
利
.
一
 

.子
以
外
に
英
佛
獨
間
に
於
け
^

よ
り
も〖

餍
高
率
の
保
. 

險
料
を
要
求
す
る
が
爲
め
、
:■
英
米
雨
國
間
の
利
差
は
歐 

洲
諸
服
國
間
に
於
け
る
よ
り
も
著
し
く
高
率
に
上
れ
る

な
b

o::
.

而
か
も
、
英
米
問
の
利
差
は
斯
く
の
如
く
高
率
に
上 

れ
り
ビ
離
，も
、
其
程
度
は
遞
減
す
る
の
傾
向
を
有
せ
る 

が
如
し
。
如
何
と
な
れ
.ば
、
千
八
?1

九
十
五
年
よ
り
千
. 

九
]-
1

0
四
年
K

至
る
十
ヶ
年
に
於
け
.る
刺
差
の
平
均
は 

‘
1分
四
«
-〇
四
絲
な
る
_に
、
千
九
百
〇
四
年
以
降
の
九

,

第
七
腿 

一
0

ヶ
、年

間

の

屯

均

は

一

分

 

一
M

六
毛
四
絲
に
減
少
せ
る
を 

以
て
f

o

是
れ
吾
人
の
期
待
に
逾
合
す
る
.も
の
な
趴 

と
謂
つ
可
じ
。

.

:

以
上
英
米
間
の
命
融
關
係
に
就
^
て
論
述
せ
る
所
は 

直
ち
に
遯
し
て
H

英
間
の
關
係
に
適
用
す
る
を
妨
げ 

ず
。
唯
、
其
程
度
に
於
て
差
あ
る
の
み
。
從
っ
て
、
偸 

敦
東
京
間
の
刺
差
は
偸
敦
紐
育
問
の
利
差
ょ
り
も
a *
に 

一
瞀
著
し
き
も

の

あ
る
を
期
待
す
る
を
當
然
と
す
。
さ 

れ
€
.、
，
事

實

は

果

し

V

之
.を

瞪

：明

せ‘b
や
。
左
に
揭
ぐ
' 

る

表

.は

千

八

百

九

十

五

年

以

降

千

九

西

十

ご

一

年

に

至

る 

十
三
ヶ
年
間
に
於
け
る
英
蘭
銀
行
公
定
割
引
步
合
の
各 

「
年
；半
均
及
び
東
京
市
に
於
け
る
市
中
銀
行
手
形
割
引
步 

合
の
各
年
屯
均
並
に
f

t

sの
等
差
な
& 

Sす
。

(

,

5
 

.

年
次

一
八
九
五

一
八
九
六

一
八
九
七

r v t分倫
六 四 〇 ハ 
三 八 〇 敦

9  ノ•し令分來
三 四 八  ̂
三 .五 九 束

兩
者
の
開
，
 

分

, 

七

•>v
九

六
•
九
七 

七
•
七
〇

1
A九
八 
‘ ：

?
v
r

 
五

1 
一
 

* 四I
I
,

.
八
ニ

.

.
七
：

一

八

九

九

一

!
>七
‘五

:'
'

八*
四三四丄ハ八
 

一
九
〇

〇

.三
。
九

六

.‘

1
0
•
五

九

六

上

ハ

三
 

一

九

〇

ー

三

*七
ニ 

，
二 

•六一七•
八
九

 

1九
〇

ニ
 

,

三

。
三

三

.'
'夺
七

3£
ふ
ハ
。pi
]
-.

I

九

〇

三

三

•七
五
.

セ

。
六

七

三

。
九

ニ
 

1

九

〇

四

1
V三
〇

：
：::
七

A

A

四o

五

八
 

一

九

〇

五

:?
〇

◦ 

.

.
'A
®七

六

五

。
七

六
 

一

九
o
六

.

.

w
i
l

六

.

.
七

。
八

八

三
*六
.ニ
..

一

九

〇

セ

四

•
九

ニ

 
.
：

七

*
九

ニ: -
■

三

6

0 

一

九
0
八

三

*
0ニ
：

九® 二
七

，

.

.

.
六

*ニ
5£ 

i 
九

〇

九

.
‘
H
6
r
: 

.

四

*

ハ
二 

一

九

.
一
〇.

n

マ七
ニ：

五

*七
七
ニ
。

0
五

.

.
一
九j

一
 

三

*四

七

五

，九

'

ニ
*
四
四 

一
九1

ニ

三

*七
;%
,ン

：
七

£
六

1
V四
九 

.一
九一

三

PM
•七
七

.
ノ

八

*四

〇

1
-.
V
六
三
： 

平

，
均 

五
丄
一
四
九 

.

備

.考
柬
京
步
合
は
大
藏
會
理
財
周
編
雜

.(

大
正
四
年
.四
力 

'
•調) 「

金
融
祺
银
參
考
遒j(

內
阈
之

S
に
載
す
る
诳
京

.

金
利
表
に
源
る
。
，

:

「

右
表
に
ま
ず
が
*
で
、
十
九
ヶ
年
間
に
耳
る
偷
敎
東 

京
問
の
利
差
艰
妁
は
五
，分
‘ニ
厘
四
毛
九
絲
に
上
，れ
り
。

.第
サ1

§
 

.
’

(

一
 

0〇
九

>
_
‘
雜

'
，
錄

.
利
爷
歩
合
.の
チ
衡

,

今
之
を
英
佛
»
間
並
に
偷
敦
«
育
間
0
利
差
€
比
較
す 

れ

ば

左

の

如

：し。

.

,

.

.

.年 

 ̂

l
^

l
l

1
1
^

髓
_

.

1

八

九
五
丨一

九

r

s〇
•.五
六
-パ
了

ニ
九

一

五
®1
四
九 

.

l
A
Aai—

l

^

O

E

O

i

H
il
L

7
四
〇

四
山
ハ
。
四
八
近

\ 

j

九
〇
五

I
I九
ニ】i

〇

丄

ハ

〇

ーV

Hハ
四

一

ラ

八

七

三
 

\ 

.

.
\

斯
く
の
如
く
、
千
八
瓦
九
十
五
年
ょ
纟
千
九
^
十
三
年

|

に
至
る
十
九
ヶ
年
間
の
平
均
を
取
れ
ば
、
偷
敦
東
京
間

:

の

利

差

は

英

佛

獨

間

：の

刺

差

の

，九

倍

强

ヽ

偷

敦

紐

育

|1
9

の

利

差

の

.四

倍

强

に

上

り

ヽ

千

八

西

九

十

五

年

ょ

り

千

九
西
〇
四
年
に
至
る
十
ヶ
年
間
の
卒
均
を
檩
難
ビ
す
れ

ば
、
此
兩
割
.合
は
十1

}

倍
强
e
四
倍
平
强
と
に
當
b
、

\

千
九
百
0
五

年

ょ

ら

千

九

苜.十
1ニ
年
に
至
る
九
ヶ
年
間

の
本
均
を
比
較
す
れ
ぼ
、
六
倍
字
弱

と

コ
一
倍
强
ビ
示
せ

b

p
勿
論
、
日
英
間
の
正
貨
輸
送
ば
英
怫
獅
問
に
於
け

る
も
多
額
の
費
用
を
耍
す
る
を
以
七
、
.利
差
も
當
然
多
：

か
る
可
き
な
6
。
さ
れ
ど
、
芷
貨
輸
送
费
の
差
の
み
を
'

‘ 

’ 

第
七
號
，

1
H五

-



第

十

二

卷_
a
〇一〇

)

雜
錄
刺
子
步
合
の
平
衡 

以
て
叙
上
の
如
き
高
率
な
る
利
楚
の
唯
一
の
拟
阁
ビ
看 

倣
す
こ
e
を
得
ず
。
如
：

な
れ
ば
、
m
英
間
の
現
送 

费
は
高
率
に
上
る
と
は
云
へ
、
千
分
の
十
內
外(

註
五)

.
 

に
し
て
、
英
獨
間
の
現
送
费
に
比
し
て
千
分
の
五
六
內 

外
の
高
率
を
保
て
る
に
過
ぎ
ざ
れ
ば
な
ぅ
。
從
つ
て
> 

一
 

日
英
照
の
利
差
が
日
佻
獅
間
の
刹
差
の
二
倍
內
外
な
らj 

ば
、-
雨
者
の
相
違
は
現
送
费
の
多
少
に
依
b
て
誘
致
せ 

ら
れ
た
る
•も
の
な
b

£
云
ふ
を
得
ん
も
、
夫
れ
以
上
の 

懸
隔
ば
國
際
的
貸
借
上
の
保
險
料
に
起
因
す
る
も
の
ぐ」 

潦
做
す
可
き
が
如
し
0
;'
:

'

;

.'
j 

過
去
に
於
け
る
日
英
問
の
利
差
は
斯
く
の
如
く
頗
る| 

高
率
に
上
れ
ど
も
前
表
に
示
す
が
勿
く
、
千
八
西
九
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五
年
ょ
り
千
九
西
〇
四
年
に
至
る
十
ヶ
年
間
の
弗
均
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六
分
四
屈
八
毛
五
絲
な
り
し
に
、
其
後
の
九
ヶ
年
間
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弗
均
が
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分
八
厘
七
毛
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絲
に
過
ぎ
ざ
る
を
以
て
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間
に
於
け
る
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金
融
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係
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を
知
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に
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か
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ざ
る
な
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時
中
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七
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.
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態
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の
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す
る
も
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な
れ
ば
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國
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时
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係
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就
き
て
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⑽
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ざ
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利
蓮
の
平
均
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遙
か
に
此
以
下
に
阵
リ
れ
る 

.

こ
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へ
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年
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滅
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八
八
六
半
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一
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八
八
八
年
の
九
毛
五
絲
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斯
く
の
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利
蓬
の
縮
小
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子
步
合
平
衡
作
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の
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し
も
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と
云
ふ
ょ
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然
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合
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な
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、
倫
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し
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英
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鈒
行
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割

引

少

合
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採

り
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ぱ
、來
京
に
對
し
ズ
1

權
衡
上
日
本
銀
行
の
公
足
割
^
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合
か 

用
ゆ
る
か
茧
當
と
爲
す
が
如
旮
匁
れ
ど
、
我
H

木
銀
衧
の
少 

'合
は
外
阀
の
中
央
銀
行
の
如
く
市
勘
の
合
融
狀
態
か
路
贤
に 
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池
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て
居
る
^
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鐵
藏
博
土
が
、
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頁一

十̂
七
頁」

な
る
論
文
を
公
に 

せ
ら
れ
た
。
我
が
學
遨
間
に
於

て

は

か

：、

る
種
類
.の
間 

題
が
#
胄
に
有
益
な
る
に

狗
ら
す
取
扱
は
る

、

事
が
少 

な
い
の
で
、
-,
佘
は
之
を
以
て
學
界
の
慶
事
と
打
喜
ん
で 

通
讀
し
た
？
而
し
て
豫
期
の
如
く
尋
常
一
機
の

»
究
に 

ぁ
.
ら
ざ
る
を
知
っ
た
の

.
で
ぁ
る
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元
來
博
士
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所
謂
秘
密
積
立
金
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營
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)
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す
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す
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あ
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〇
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會
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一
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〇
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る
、
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取
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ビ
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ふ
、.
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場
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貨
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對
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表
相
場V

J

の
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た
る
酉
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拂
込
資
本
金
に
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た

も

の
が
1

»

 

立
金
の
槪
算
额
ビ
す
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猶
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